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◎理　事　会

◎通常総代会

※理事・総代の皆様には予め日程調整をお願いいたします。詳細につきましては、後日お送りいたします案内をご覧ください。
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☆働きやすい職場環境づくり
を果「ͷࣾձత੹೚（ＣＳＲ）ۀا」　
たすとともに「あらゆる差別の撤廃と
ਓڭݖҭͷਪਐ」に邁進しましょう。

地球に優しい企業人の皆様へ
ʠ�͋ ͳͨʹ΋Ͱ͖Δɻ
　��ϥΠϑελΠϧͷݟ௚͠Ͱɺ
　　　̍ਓ̍೔̍LHͷ$0� ʡݮ࡟

※以下のいずれかの場合には補助率２/３
　・‌‌平成30年通常国会提出予定の「生産性向上の実現のための臨時措置法（仮称）」に基づき、固定資産税ゼロの特例を
措置した地方自治体において補助事業を実施する事業者が、「先端設備等導入計画（仮称）」の認定を取得した場合

　・‌‌３～５年で、「付加価値額」年率３％及び「経常利益」年率１％に加え、「従業員一人当たり付加価値額」（＝「労働
生産性」）年率３％を向上する中小企業等経営強化法に基づく経営革新計画を、平成29年12月22日の閣議決定後に新
たに申請し承認を受けた場合

事業類型と対象経費の区分 補助上限額
（補助下限額） 補助率

１．企業間データ活用型
　　機械装置費、技術導入費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費

1,000 万円
（100 万円） ３分の２

２．一般型（※）

　　機械装置費、技術導入費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費
1,000 万円
（100 万円） ２分の１

３．小規模型
　　‌機械装置費、原材料費、技術導入費、外注加工費、委託費、知的

財産権等関連経費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費

500 万円
（100 万円）

小規模事業者
３分の２
その他
２分の１

問い合わせ先    長野県中小企業団体中央会　TEL 026-228-1206（直通） TEL 026-228-1171（代表）
　　　　　　　   URL http://www.alps.or.jp/29mononagano/

平成29年度補正
「ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金」

公募締切り迫る

平成30年度  長野県中小企業団体中央会
理事会・通常総代会開催のお知らせ

日時 ‌平成30年４月24日（火）12時30分　場所 ‌長野市「ホテル信濃路」

日時 ‌平成30年５月22日（火）14時00分　場所 ‌長野市「ホテルメトロポリタン長野」

公募要領等の詳細につきましては、本会ホームページにてご確認ください。

公募締切日　平成30年４月27日（金）〔当日消印有効〕
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	 ฏ੒29೥౓఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ
 ૑଄ࣄ業੒Ռใࠂ
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 ৴भϋϜࣜג会ࣾ（্ాࢢ）
（ࢢ൧ా）会ࣾࣜגΠϯςοΫژࢁ 

দຊࢢ

ʪදࣸࢴਅʫদ本৓ʲ国ๅʳ
　দ本৓は、໿400年લにݐてΒれたޒॏ࿡֊のఱकとしては
日本ݹ࠷の国ๅの৓で、ࠇとനのίントラεトがઈົͳඒしさ
をৢし出し、Ξルϓεのࢁ々にөえてݟ事ͳ؍ܠです。ఱकが
現ଘするશ国12৓の͏ͪ、ޒॏఱकの実෺をݟる͜とができる
のはඣ路৓とদ本৓だけです。ઓ備のఱक閣とࡾॏのਫງにғ
まれた要࠹機ೳに加え、༏խͳ月ݟ࿌が઀ଓしているมଇ的ͳ
଄りはদ本৓のେきͳ特௃です。
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˙໦ી࣫࢈　ث஍ੑ׆Խ΁ͷऔΓ૊Έ

　昨年度に実施した共同研究に引き続き、今年度
は木曽漆器の生産者・販売者などの若手で組織さ
れる木曽漆器工業協同組合の青年部の策定したビ
ジョン「楢川・工芸の人々が集う街～作り手が住
みたくなる街を目指して～」の実現を目的として
組合青年部、筑波大学、長野県、塩尻市と当会が
連携して、次の各種事業に取り組んだ。主な内容
は、次のとおり。①筑波大学との連携によるプロ
ジェクト推進体制の構築、②筑波大学との協働に

よる新たな木曽
漆器ブランドの
構築、③木曽漆
器のデザインの
開発、④「器

うつわ

の
蔵」器と食のコ
ラボによる情報
発信、⑤若手作
家の招聘による創作活動移住交流促進（アーティ
スト・イン・レジデンス※1）等。
　本事業は、昨年度から組合青年部の活動・レジ
デンス拠点として整備している塩尻市の重要伝統
的建造物保存地区である木曽平沢の二四重商店
（URUSHI	ART	SPACE『二四重』）を中心に活動
を展開。㈱タンクの空間デザイナーである中尾文
哉氏を専門家として指導を仰ぎ、当拠点整備とし
てカウンター等の什器の制作のほか、母沢の宿泊
設備についてシャワー室の設置、風呂場の整備を
実施した。
　また、アーティスト・イン・レジデンスの実践
として現代美術家の佐藤香氏が平成29年８月下旬
から10月中旬までの約２カ月間木曽平沢に滞在し、
周辺地区の土を活用した現代美術作品（タイトル
『根源』）の制作を行った。筑波大学生の小谷恵子
氏も９月に２週間程度滞在して漆を使った作品を

ಛू̍ɹฏ੒29೥౓  ఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ۀࣄ

ಛू̍ಛू̍ 平成29年౓
఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ۀࣄ
　～ 次世代を担う人材育成・確保と

　　　　　　　製品・技術のブランド力向上を支援 ～

現代ඒ術家‌佐౻߳ࢯと࡞඼h （においてࡇثɦ木ી࣫）ݯࠜ

木ી࣫ث੨年෦とஜ೾େֶのֶ生に
Αるϫークシϣοϓ෩ܠ

　ຊ会͸ɺ長野県ͱʮฏ੒29೥౓ ఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ࣄ業ʯͷҕୗܖ໿Λక݁ɺ県಺
ͷ఻౷తܳ޻඼ͷੈ࣍代Λ୲͏ਓࡐҭ੒ɾ֬อͱ੡඼ɾٕज़ͷϒϥϯυྗ্޲ΛਤΔͨΊɺฏ੒
29೥݄͔̐Βฏ੒�0೥݄̏·Ͱ༷ʑͳࣄ業ʹऔΓ૊ΜͰ͖·ͨ͠ɻ఻౷తܳ޻඼ͷ࢈஍͕ɺܧޙ
ऀෆ଍Ͱ೰Έɺൢ࿏։୓Λ໛͢ࡧΔͳͲͷॾ問୊Λ๊͑ͯいΔ中ɺͦͷղܾͷҰॿͱ͢Δ΂͘ɺ
̍೥ؒऔΓ૊ΜͰ͖ͨࢧԉࣄ業ʹͭいͯ·ͱΊ·ͨ͠ɻ

ԽϓϩδΣΫτੑ׆஍࢈
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制作した。２人が制作した作品は、10月15日（日）
に開催された秋の木曽漆器祭において二四重商店
で披露された。
　次年度以降は、筑波大学芸術系の宮原准教授と
同大学の学生が木曽漆器青年部のメンバーと協働
して、木曽ヒノキと信州産の漆を使用し、販売を
念頭に置いた箸のデザイン開発を行い、同時に木
曽漆器のプロモーション動画を作成、情報発信に
取り組む予定である。

˙ͦͷଞͷ࢈஍ੑ׆Խ΁ͷऔΓ૊Έ

　産地組合･事
業者グループに
おいて、外部専
門家や関係機関
の参画により展
開する商品開発、
販路開拓、後継
者育成などの産
地活性化に向けた取り組みを支援した。今年度は、
信州紬、信州からまつ家具、信州打刃物、軽井沢
彫の４つの工芸品が対象となり、それぞれ専門家
を招聘して実施した。

ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ

˞̍　ΞʔςΟετŋΠϯŋϨδσϯεͱ͸
　各種の芸術制作を行う人物を一定期間ある土地に招聘
し、その土地に滞在しながらの作品制作を行わせる事業
のこと。

˗৴भ௹�ʢର৅ɿ௕໺ݝ৫෺ۀ޻૊߹　̏ճ࣮ࢪʣ

ʲୈ̍ճʳ
・開催日　平成29年７月25日（火）
・場　所　	松本市「市役所中山出張所　会議室」
・参加者　８名
・テーマ　	「（信州紬を対象とした）販路拡大を考えた

ものづくり①」
・専門家　デザイナー　辰野しずか　氏

ʲୈ̎ճʳ
・開催日　平成29年12月８日（金）
・場　所　	松本市「市役所中山出張所　会議室」
・参加者　７名
・テーマ　	「（信州紬を対象とした）販路拡大を考えた

ものづくり②」
・専門家　	デザイナー　辰野しずか　氏

ʲୈ̏ճʳ
・開催日　	平成30年１月19日（金）
・場　所　松本市「㈲シンセイ　会議室」
・参加者　９名
・テーマ　	「（信州紬を対象とした）販路拡大を考えた

ものづくり③」
・専門家　デザイナー　辰野しずか　氏

˗৴भ͔Β·ͭՈ۩
　ʢର৅ɿ਑༿थՈ۩։ൃڀݚձ　̏ճ࣮ࢪʣ

ʲୈ̍ճʳ
・開催日　平成29年12月２日（土）
・場　所　松本市「松本木工館」　
・参加者　11名
・テーマ　	「信州からまつ家具の活性化に向けた地域

材の有効活用と良い家具づくりについて」
・専門家　	㈱柳沢林業
　　　　　代表取締役社長　原　薫　氏

ʲୈ̎ճʳ
・開催日　平成30年１月19日（金）
・場　所　松本市「㈱柳沢林業」
・参加者　10名
・テーマ　	「アカマツ材、カラマツ材による家具・木

製品の展開①」
・専門家　デザイナー　川上　良一　氏

ʲୈ̏ճʳ
・開催日　平成30年１月21日（日）
・場　所　松本市「㈲柳沢木工所」
・参加者　５名
・テーマ　	「アカマツ材、カラマツ材による家具・木

製品の展開②」
・専門家　デザイナー　川上　良一　氏

˗৴भଧਕ෺�ʢର৅ɿ৴भଧਕ෺ۀ޻ῌ　�ճ࣮ࢪʣ

・開催日　平成29年９月11日（月）
・場　所　	信濃町「信濃町総合会館　会議室」
・参加者　10名
・テーマ　	「信州打刃物の新事業展開について」
・専門家　	the	signature	store
　　　　　マネージャー　羽田　靖子　氏

˗ܰҪ୔ூ�ʢର৅ɿܰҪ୔Ո۩૊߹　�ճ࣮ࢪʣ

・開催日　平成29年11月16日（木）
・場　所　	軽井沢町「一彫堂」「シバサキ」「大坂屋家具

店」
・参加者　25名
・テーマ　	「軽井沢彫の新製品企画及び販路開拓につ

いて」
・専門家①　	武蔵野美術大学
　　　　　　名誉教授　寺原　芳彦　氏
　専門家②　	エグチデザインスタジオ
　　　　　　主宰　江口　勲　氏

ԉ಺༰ࢧผͷݸ

専門家‌ୢ野しずかࢯにࢦ導を受ける
様ࢠ



　各産地において、伝統工芸士、卓越技能者など
の熟練技術者等を講師に、伝統技術・技能の継承
や担い手の確保を図るために講習会が開催された。
対象としたのは経済産業大臣指定７品目のうち
「木曽漆器」｢内山紙｣｢信州打刃物｣、長野県知事指
定18品目のうち｢長野県農民美術｣｢信州竹細工
（須賀川・戸隠中社）｣「栄村つぐら」。年間開催数
は54回。参加者は、延べ525名となった。

　伝統的工芸品の製造に携わる新規就業者を対象
として、その育成に係る費用が助成された。
　利用した産地は、次の２産地。
　◎木曽漆器　就業者１名
　◎お六櫛　　就業者１名

˗௕໺ݝͷ఻౷ܳ޻඼ɾखࣄ࢓లͷ։࠵　̡ లࣔʳ
　毎年定期的に
実施される松本
クラフトフェア
に併せて、昨年
の５月27日（土）
～29日（月）まで
の３日間、松本
市「中町・蔵シッ
ク館２階」において展示会を開催した。長野県内
外からの来訪者を対象に、信州の地域に息づく幅
広い伝統的工芸品をPRするため、木曽漆器、信

ಛू̍ɹฏ੒29೥౓  ఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ۀࣄ

中ொ・ଂシοクؗのలࣔ෩ܠ

生ెをࢦ導する
の౻木さΜࢣߨ

಺　ݝ
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৽نबऀۀͷఆணଅਐࢧԉ఻౷ٕܳ޻ज़఻ঝߨशձ

లࣔձɾ঎ஊձͷ։࠵ɾग़ల

生ెをࢦ導する
で఻౷工ܳࢣߨ
のѨ෦さΜ࢜

˗໦ી࣫ث�ʢର৅ɿ໦ી࣫ۀ޻ث㈿ʣ

・回　数　５回
・内　容　摺り漆実習
・参加者　16名

˗಺ࢴࢁ�ʢର৅ɿ಺ࢴࢁῌʣ

・回　数　	８回
・内　容　	手漉き内山障子紙の伝統技術の習得
・参加者　	３名

˗৴भଧਕ෺�ʢର৅ɿ৴भଧਕ෺ۀ޻ῌʣ

・回　数　10回
・内　容　信州鎌製作技術の伝承
・参加者　５名

˗௕໺ݝ೶ຽඒज़�ʢର৅ɿ௕໺ݝ೶ຽඒज़࿈߹ձʣ

・回　数　７回
・内　容　こっぱ人形基礎力養成講座
・参加者　30名

˗৴भ஛޻ࡉᶃ�ʢର৅ɿਢլ઒஛޻ࡉৼڵձʣ

・回　数　12回
・内　容　須賀川竹細工技術の伝承
・参加者　10名

˗৴भ஛޻ࡉᶄ�ʢର৅ɿށӅதࣾ஛޻ࡉੜ࢈૊߹ʣ

・回　数　５回
・内　容　戸隠そばざる製作技術の伝承
・参加者　10名

˗ӫଜ͙ͭΒ�ʢର৅ɿӫଜ͙ͭΒৼڵձʣ

・回　数　７回
・内　容　猫つぐら製作技術の伝承
・参加者　12名

ԉࢧ஍ٕज़ͷ఻ঝ࢈
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州紬、飯山仏壇、松本家具、内山紙、南木曽ろく
ろ細工、信州打刃物等を展示した。来場者は３日
間で1,542名であった。

˗�໦ી࣫ࡇثɾಸྑҪ॓ࡇ　ಛผاըʮ৴भͷ఻
౷తܳ޻඼లʯͷ։࠵　̡ లࣔɾൢചձʳ
　毎年実施され
る木曽漆器祭・
奈良井宿祭が50
回目を迎え、木
曽漆器組合より
信州の伝統的工
芸品展を提案さ
れ、昨年の６月
２日（金）～４日（日）までの３日間、塩尻市「楢川
公民館」において開催した。長野県内の魅力ある
伝統的工芸品をPRするため、最大産地である木
曽漆器と連携して信州紬、信州竹細工、信州手描
友禅、秋山木鉢、信州からまつ家具等を展示販売
した。来場者数は３日間で約500名であった。

˗�େਓͷจԽࡇͰͷϫʔΫγϣοϓͷ࣮ࢪ
　̡ ੡࡞ମݧʳ
　昨年の６月17日（土）・18日（日）の２日間、長
野市「エムウエーブ」で開催されたSBCが主催す
る大人の文化祭においてワークショップを行った。
伝統工芸品の製作体験は信州手描友禅（友禅で花
を描く）、松代焼（陶芸体験）、内山紙（紙すき）、
信州からまつ家具（ミニ黒板づくり）、飯山仏壇（蒔
絵）が担当した。来場者数は約31,900名、体験者
は47名であった。

˗৴भ·ͭ΋ͱۭߓ΁ͷలࣔ　̡ లࣔʳ
　信州まつもと
空港は、県内に
唯一の施設であ
ることから、国
内外のお客様に
長野の伝統・文
化を知ってもら

うため、信州まつもと空港２階の多目的ホール・
展示ケースを活用して長野県内の伝統的工芸品の
展示を行った。昨年の９月１日（金）からは木曽漆
器、南木曽ろくろ細工を、12月からは入替えを行
い、内山紙、信州紬、長野県農民美術、お六櫛を
展示した。

˗ୈ��ճதখஂۀاମશࠃେձ΁ͷग़ల
　̡ లࣔɾൢചձʳ
　中小企業等連
携組織が国等に
対して中小企業
の振興施策の強
化を訴え、安定
した中小企業の
成長と豊かな地
域社会の実現を
図るために開催される中小企業団体全国大会に併
せ、昨年の10月26日（木）に松本市「キッセイ文化
ホール」において物産展が開かれた。長野県の地
域に根差した工芸品のPRも目的のひとつであり、
松本家具と松本・塩尻の伝統的工芸品を中心とし
て県内の工芸品の展示販売を行った。来場者数は
約2,500名であった。

˗ୈ��ճ௕໺ݝ఻౷ܳ޻඼లͷ։࠵
　̡ లࣔɾൢചձɺ࣮ԋɺ੡࡞ମݧʳ
　今年の１月24
日（水）～30日（火）
の７日間、松本
市「井上百貨店」
において第33回
の長野県伝統工
芸品展を開催し
た。26産地が出
展し、10産地が
実演を行った。
平日には、昨年
に引き続き内山
紙の紙すき体験、

ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ

ਢլ઒஛細工の実ԋを行い、આ໌
を行͏ా中さΜ

信भまつ΋とۭߓにలࣔされた
木ી࣫ثとೆ木ીΖくΖ細工

શ国େ会当日の೐Θ͏会場

ཟ型છを体ݧする地ݩ小ֶߍの
の඿さΜࢣߨಐとࣇ
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飯山仏壇の金箔押し体験のほか、地元の伝統工芸
品である藍型染のハンカチ絞り染めについて地元
小学校（鎌田小学校、筑摩小学校）の延べ249名の
児童が製作体験を行った。また、土日には、10産
地による小学生の無料体験を実施。昨年の約1.5
倍にあたる延べ375名の子供に伝統的工芸品に触
れる機会を提供することができた。７日間の来場
者数は2,241名だった。

˗౦ژӺ๚೔ཱྀߦηϯλʔͰͷలࣔ　̡ లࣔʳ
　海外等からの訪日者に長野県の伝統的工芸品を
PRするため、東京駅訪日旅行センターに３ヶ月
間（平成29年７月１日（土）～９月30日（土））、木
曽漆器（お盆・お椀等）、お六櫛（くし）、長野県農
民美術（こっぱ人形）、飯田水引（人形等）、栄村つ
ぐら（ねこつぐら）の５産地の工芸品を展示した。

0Ͱͷలࣔൢച/")"/࠲ۜ˗
　̡ లࣔɾൢചձɺ੡࡞ମݧʳ
　長野県の伝統的工芸品の魅力に触れてもらうた
めに、昨年の７月21日（金）・22日（土）の２日間、
東京都中央区「銀座NAGANO」において内山紙と
木曽漆器の展示・販売、製作体験を行った。北信
州の飯山に伝わる手漉き和紙として優れた内山紙
の紙

かみ

漉
すき

体験と和紙のうちわ作りの体験、また、木
曽漆器のブローチへの蒔絵体験を実施した。長野
県の伝統的工芸品の内山紙の商品と木曽漆器と昭
和女子大学環境デザイン学科との共同開発品であ

内ࢴࢁのࢴすきをڭえるࢣߨのѨ෦さΜ

外　ݝ

ಛू̍ɹฏ੒29೥౓  ఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ۀࣄ
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るアクセサリー・カトラリーの展示販売も行われ
た。体験者は延べ39名であった。

˗৴भͷ఻౷తܳ޻඼లࣔൢചձ�JO�໊ݹ԰
　̡ లࣔɾൢചձɺ࣮ԋɺ੡࡞ମݧʳ
　長野県内各地の優れた伝統的工芸品の良さを確
かめてもらうために、昨年の９月21日（木）～23

日（土）までの３日間、名古屋市「中日ビル２階イ
ベント広場」において17産地の工芸品の展示・販
売を行った。松代焼と信州からまつ家具は実演・
体験も実施した。来場者は約200名であった。

˗౦ژΠϯλʔφγϣφϧΪϑτγϣʔ˞�

　̡ లࣔɾ঎ஊձʳ
　今年の２月７日（水）～９日（金）までの３日間、
東京都「東京ビッグサイト」において信州紬で製作
した商品の展示販売を行った。展示ブース名は「長
野モノ、信州モノ」。信州紬（長野県織物工業組合）
を製造から販売まで取り扱うナガノハンドシルク
協同組合と連携
し、信州紬の販
路開拓として展
示・商談を行っ
た。応対数は39
件、総来場者数
は約17万人だっ
た。

ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ

࿨ࢴの͏ͪΘ࡞りを
体ݧする෩ܠ

木ી࣫ثのϒローν
΁のࣘֆ体ݧ෩ܠ

དྷ๚者に信भ௹঎඼のઆ໌を行͏

˞̎　�౦ژΠϯλʔφγϣφϧΪϑτγϣʔͱ͸
　日本最大のパーソナルギフトと生活雑貨の国際見本市。
出展企業は、約2,500社で、いずれも消費財関連業界の
国内のメーカー・輸入商社・欧米メーカー。生活者のラ
イフスタイルに対応する新製品を主体に豊富な、多彩な、
ユニークな展示が特徴。市場と流通をリードする最も実
質的な業者専門見本市といわれている。
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˗ΫϨΞ๺ࣄژ຿ॴ։ઃ��प೥ه೦ࣜయ
　̡ లࣔձʳ
　中国の北京市「中国大飯店」で昨年の10月31日
（火）に開催され、阿部守一長野県知事も出席した
クレア北京事務所開設20周年記念式典において、
長野県をアピールするために木曽漆器、飯山仏壇、
飯田水引の伝統的工芸品を展示した。

ʮ̠ੈք͔Βબ͹ΕΔ఻౷తܳ޻඼ʯͷਪਐ�　
　伝統的工芸品の魅力を外国人に伝えるため、工
芸品ごとの英語表記のパンフレットを作成した。
展示会・販売会等で使用し、外国人に選ばれやす
くするとともに、各産地等を訪れる外国人観光客
への周知や販路拡大に使用することが目的である。
22産地に1,000部ずつの22,000部を作成した。

˙·ͱΊ

　長野県内の伝統的工芸品の産地が抱えている最
大の共通課題は「販路開拓」と「技能伝承」である。
但し、課題は共通していても解決方法はそれぞれ
の産地で異なるため、産地ごとの事情を考慮した
支援が重要となる。中央会の本部・各事務所が連
携し、全体で支援すべきことと産地個別に支援す
べきことを考慮し、課題解決に取り組んでいく必
要がある。

ಛू̍ɹฏ੒29೥౓  ఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ۀࣄ

海　外
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ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ

　「南木曽ろくろ細工」の名称を広く周知するための製品・技術のブランド化
準備を進め、ブランド理念に沿った製品開発と販売促進活動によるブランド
力の向上を目的として、平成29年度に様々な事業活動を行った。これは、昨
年度取り組んだ「平成28年度伝統的工芸品魅力アップ・創造事業」の産地活性
化プロジェクトで実施したブランド力向上への試みを具現化したものである。
　今年度は、南木曽町の協力を得て「平成29年度地方創生推進交付金事業」の
補助金を活用して、昨年度に引き続き㈲アクシスの羽田靖子プランナーを専
門家として招聘し、次の事項に取り組んだ。
　⑴   ブランド力向上のための全体指導と個別店舗指導
　⑵   ロゴマークの制作※１

　⑶   ブランドパンフレットの作成
　⑷   ブランド告知イベントの開催※２

　⑸   南木曽ろくろ細工紹介用の動画の制作
　また、長野県地域発元気づくり支援金活用事業を利用して南木曽ろくろ細工のパンフレットも刷新した。
　野原廣平理事長は、「２年間事業を実施したことにより、物ごとを前向きな姿勢でとらえることができ
るようになり、組合員も新たな取り組みを始めている」と語っている。今後は、情報発信ができる体制づ
くりも課題の１つ。次年度は、今年度制作したロゴマークの有効活用も含め、組合事業活動を行ってい
くことになる。

ೆ໦ીΖ͘Ζ޻ࡉϒϥϯυԽ΁ͷऔΓ૊Έ
ʙೆ໦ીΖ͘Ζڠܳ޻ಉ૊߹ʙ

※１　 木目の美しさを最大限に引
き出す、南木曽の木地師た
ちが木と向き合いながら創
り出す「南木曽ろくろ細工」
を、今まで以上に広く知っ
ていただけるよう木地師の
想いや背景をロゴマークと
して表現した。南木曽ろく
ろ細工が伝える伝統的な

「技」を通して本物の良さ、
自然の美しさを実感してい
ただきたいという思いを
マークに、若い世代や海外
へ向けた新しいニーズの発
掘をコンセプトにロゴを具
現化した。

※２　 制作したロゴマークの告知
とともに南木曽ろくろ細工
と南木曽町をPRするため、
今年３月２日（金）〜５日

（木）まで、東京都台東区
「 2 k 5 4 0 　 A K I - O K A 
ARTISAN」において展示販
売会を実施した。

刷新されたೆ木ીΖくΖ細工のύンϑϨοト内༰
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　ຊ೥౓ͷ੫੍վਖ਼Ͱ͸ɺࣄ業ঝܧΛࢧԉ͢Δ੫੍ાஔ͕૑ઃɾ֦ॆ͞ΕΔ͜ͱ͕੝Γࠐ·Εͯい·͢ɻ
૊合ٴͼ૊合һʹؔ܎ͷਂい߲໨ʹͭいͯൈਮͯͯ͠͠ࡌܝい·͢ͷͰɺৄࡉʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺ中小企業
ிͷϗʔϜϖʔδ౳Ͱ֬͝ೝͩ͘͞いɻ
中小企業ிURL  http://www.DhVsho.mFtJ.go.jp/[aJmV/[FJsFJ/2017/17122�[FJrJtV.htm

　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ
（தখۀاɾখن໛܎ؔऀۀࣄ）

　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ　　平成30年౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ特集２
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ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ
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ಛू̎ɹฏ੒�0೥౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτʢதখۀاɾখن໛܎ؔऀۀࣄʣ



13

ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ
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中 央 会 シ ョ ンイ ン フ ォ メ ー

ʮୈ��ճ৴भͦ͹඼ධձʯه೦ࢼ৯ձΛ։࠵
��ʙ௕໺ݝ৴भͦ͹ڠಉ૊߹ɾ௕໺ݝ໙ڠۀಉ૊߹ʙ

　２月９日、東京都「銀座NAGANO」にて、長野県・長
野県信州そば協同組合・長野県麺業協同組合が主催する
「第60回信州そば品評会」記念試食会が開催されました。
　明治時代に長野市で発明されたとされる乾

ほ

しそばは、
その後技術が周辺の事業者に広がり普及が進みました。
昭和26年に第１回長野県乾しそば展示品評会が開催され、
その後名称を「信州そば品評会」に変更し、昨年60回目を
迎えました。
　これを記念した今回の試食会では、金澤副理事長（長野県信州そば協同組合）から「信州そ
ば」の歴史が紹介されるとともに、今回の品評会で上位入賞したそばを「そばのみ、つゆをつ

けて、薬味を付けて」の３通りで味わいました。各社か
ら乾しそばの製造工程での工夫や製品化への苦労などが
説明され、参加者はそれぞれのそばの違いを感じながら
試食していました。
　また、乾しそばの手軽な茹で方としてフライパンを使
用する方法が実演を交えて紹介されました。たっぷりの
お湯で茹で上げる以外にも、フライパンで手軽にそばを
茹でられるということで、参加者からも好評を得ました。

ʮςϯτͰ௕໺ݝΛؾݩʹ͢ΔͧʂΩϟϯϖʔϯʯ
ςϯτଃఄࣜΛ։࠵　　ʙ௕໺ݝςϯτγʔτ૷০ۀ޻૊߹ʙ

　２月20日、千曲市「ホテル圓山荘」にて、長野県テント
シート装飾工業組合が主催する「テントで長野県を元気に
するぞ！キャンペーン」のテント贈呈式が行われました。
　組合としては初めて、防災物品としての仮設テントの
有効性を広く県民に認識してもらうために「テントで長野
県を元気にするぞ！キャンペーン」を展開し、仮設テント
を有効活用するアイデアを募集しました。
　優秀なアイデアを提案した民間団体・自治組織等の諸
団体へは、組合から仮設テントが寄贈されることもあり、募集期間が年末にかけてのひと月
だったにも関わらず、県内各地の17団体から地域活動への活用やボランティア活動など幅

広い活用方法について応募がありました。
　１月の組合審査会で慎重に審議を行い、贈呈
式では応募した17団体すべてが寄贈先に選ば
れ、國安哲夫理事長から団体ごとに目録が手渡
されました。國安理事長は、「テントは身近で
使われ、馴染んでこそ緊急時にも役立つもの。
各団体の日頃の活動で有効に活用していただき
たい」と仮設テントの活用を呼びかけました。
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中 央 会 シ ョ ンイ ン フ ォ メ ー

本会では、平成30年４月１日付で人事ҟಈを行いましたのでお知Βͤいたします。

人事異動のおしらせ

໊　લ 新　໾　৬ ໾　৬　چ

ླ木　޾一 事ࢀ 事、特ผࣨ・ࣨ長ࢀ

小஑　ত༤ 連ܞ։発෦։発՝・՝長 ౦信事຿所・෭所長

細ా　୓໵ ౦信事຿所・෭所長 連ࢧܞԉ෦ࢧԉ՝・ओࠪ

ॏ野　ਸ 連ࢧܞԉ෦ࢧԉ՝・՝長補佐 連ܞ։発෦։発՝・ओࠪ

࢘঵　ࢁؙ 中信事຿所・ओࠪ ೆ信事຿所・ओ೚

౔԰　໌ ౦信事຿所・ओࠪ ౦信事຿所・ओ೚

੢࢙ޛ　ޱ ೆ信事຿所・ओ事 中信事຿所・ओ事

݈　ᖒٶ ೆ信事຿所・ओ事 連ࢧܞԉ෦ࢧԉ՝・ओ事

૔ੴ　จ人 ΋のづくり事業ਪਐ෦・αポーター 新೚（平成30年３月１日付）

ೋᑍ　ൣ༤ ΋のづくり事業ਪਐ෦・αポーター 新೚（平成30年３月１日付）

ా中　ູ ΋のづくり事業ਪਐ෦・αポーター 新೚（平成30年３月13日付）

দڮ　͋ΏΈ ΋のづくり事業ਪਐ෦・ύート৬員 新೚（平成30年３月19日付）

྆֯　Յߒ ୀ৬（平成30年３月31日付） ೆ信事຿所・ओ事

平成30年度 支部総会日程
෦໊ࢧ 日　程 時　間 会　場

上ҏಹࢧ෦ ５月̕日（ਫ） 後３時30分ޕ ҏಹ市「ւ࿝԰」

長 野 ࢧ ෦ ５月10日（木） 後４時ޕ 長野市「メルύルク長野」

上 小 ࢧ ෦ ５月10日（木） 後４時30分ޕ 上ా市「ホテル঵Ԃ」

দ 本 ࢧ ෦ ５月14日（月） 後４時ޕ দ本市「ホテルϞンターχϡদ本」

下ҏಹࢧ෦ ５月15日（火） 後４時ޕ ൧ా市「シルクホテル」

๺ 信 ࢧ ෦ ５月1�日（木） 後４時ޕ 中野市「ڕがし」

佐 ٱ ࢧ ෦ ５月1�日（木） 後３時30分ޕ 佐ٱ市「佐ٱάランドホテル」

木 ી ࢧ ෦ ５月1�日（木） 後４時ޕ 木ીொ「いΘ΍」

େ ๺ ࢧ ෦ ５月1�日（ۚ） 後４時ޕ େொ市「中৺市֗地ଟ໨的ホール」

ਡ ๚ ࢧ ෦ ５月21日（月） 後３時30分ޕ ਡ๚市「3",0՚೫Ҫホテル」

詳細につきましては、後日お送りする案内をご覧ください。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C
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全 中 シ ョ ンイ ン フ ォ メ ー

●都道府県中央会事務局代表者会議を開催
　全国中央会では、２月22日、都道府県中央会事務局代表者会議を開催しました。

　本会議では、平成30年度中小企業団体中央会の活動方針（案）、全国中央会事業計画大綱（案）

及び中小企業連携組織対策推進事業等実施計画（案）等について協議されたほか、来賓として中

小企業庁苗村経営新課長、菊川人吾財務課長にご出席を賜り、苗村経営支援課長から平成29年

度補正予算・平成30年度予算における関連事業について、菊川財務課長から平成30年度中小企

業・小規模事業者関係税制改正についてご講話をいただきました。

● 大村会長、大西全国社会保険労務士会連合会会長と懇談
　大村会長は、２月28日、社会保険労務士会

館において、大西健造全国社会保険労務士会

連合会会長、大槻徹也同最高顧問との懇談を

行いました。

　大村会長から、人手不足の現状下、中小企

業の実情に応じた働き方改革への対応と課題

等について述べました。大西会長及び大槻最

高顧問からは、今年、社労士制度創設50年を

迎えるに当たり、原点である中小企業への支援に対する強い決意を表明され、両団体において、

各地における中央会と社労士会との連携強化を図っていく合意がなされました。

● 牧原厚生労働副大臣と障害者の雇用促進及び職場定着に向けた取組み
促進について懇談

　髙橋専務理事は、３月２日、厚生労働省副

大臣室において、日本経済団体連合会、日本

商工会議所とともに牧原秀樹厚生労働副大臣

と懇談を行い、障害者の雇用促進及び職場定

着に向けた取組みについて周知・啓発の要請

及び中小・小規模事業者を含めた企業の現状

等の意見交換を行いました。

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^

専຿理ڮ∁かΒ、日本঎工会議所ੴా専຿理事、શ国中央会ࠨ
事、日本経ࡁ団体連合会ໆా専຿理事、຀原ް生労働෭େਉ

େ੢会長（ࠨ）とେଜ会長（ӈ）

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^
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　明治40年５月１日に市制を施行し、平成29年には市
制施行110周年を迎えました。西に槍・穂高連峰、東
に美ヶ原高原など日本を代表する雄大な山々に囲まれ、
豊かな自然環境や、歴史と文化・伝統に恵まれた長野
県中南信の基幹都市として発展しています。
　松本は、『商都』とも称されてきたとおり、中南信
の商圏の中心として大きな商業集積を形成してきてお
り、松本駅周辺整備、蔵のまち中町街なみ環境整備、
縄手通り整備などにより、個性ある商店街が出現し松
本城（表紙写真）と併せ多くの観光客で賑わう観光都
市としても発展しています。

信州ならではの特色ある市町村のイチオシをご紹介します。

3,000ｍ級の秀峰が連なる北アルプ
スや、日本一広い高原を誇る美ヶ原

を擁して多くのアルピニストを迎えるまちです。

世界に類を見ない総合的国際音楽祭
「セイジ・オザワ松本フェスティバ

ル」をはじめ、世界に素晴らしい音楽教育の輪
を拡げる「スズキ・メソード」など、まちかど
にバイオリンの調べを聴くことのできる芸術文
化の息づくまちです。

明治初期の擬洋風建築として貴重な
旧開智学校の開校や、旧松本高等学

校の招致など、古くから学問を尊び、学生を大
事にする教育尊重の気風漂うまちです。

　単に体の健康づくりにとどま
らない「人」、「生活」、「地域」、「環
境」、「経済」、「教育・文化」の
６つの領域における、人と社会

の健康づくりを目指した松本市の将来都市像
です。
　とりわけ、「経済」の健康においては、
●	健康産業の集積を目指す松本ヘルスバレー
の構築や、健康づくりと産業創出の両立を
目指す拠点「松本ヘルス・ラボ」の開設
●	信州まつもと空港を活用し、松本市・札幌
市・鹿児島市を訪れる新規の観光ルートを
提案し、新たな人の流れの創出を目指す「超
広域観光ビジット３」
●	社員の健康づくりを経営課題と捉え、健康
増進に努めることで、企業の業績向上につ
なげる「健康経営」の推進
●	先端のICT人材及び情報セキュリティ人材
等の育成や、ICTビジネスの創出、松本も
のづくり産業支援センターの立ち上げによ
り工業支援体制を強化する「産業創発支援」
などを展開しています。
　子どもが未来を語り、若者が地域づくりに
参画し、高齢者が自身の知識や経験を地域で
生かし、それぞれの居場所で生きる喜びを実
感できるような「生きがいの仕組みづくり」
を目指しています。

ʮ͘ߴࢁɺਫਗ਼ͯ͘͠ɺ෩ޫΔʯ�ͱᨳΘΕΔদຊࢢ

ʰࡾΨΫ౎ʱʙַ౎ɾָ౎ɾֶ౎ʙ
ͱݺ͹ΕΔ·ͪ

দຊࢢ͸݈߁ण໋Ԇ৳౎ࢢͷ૑଄Λ
໨͍ͯ͠ࢦ·͢

ηΠジ・Φβϫদ本ϑΣεテΟόル　ؽాࢁ�

日本を代දするܠַࢁউ地の上ߴ地

ߍ等ֶߴদ本چ

ַ౎

ָ౎

ֶ౎

দ本市ষ
（ত࿨13年1月�日੍定）

দ本市のϚείοトΩϟラクター
「ΞルϓͪΌΜ」

.BUTVNPUP�$JUZ

松本市
市町村の

イチオシ！

ୈ̍ճ

松本市長  ੁ୩　ত

　松本市は、さまざまな魅力に更なる
磨きをかけ、人とモノが行き交う交流
拠点都市の形成を目指しております。
　松本を訪れる皆さまは、「三ガク都」
の魅力に触れ、幾度となくこのまちを
訪れていただきたいと願っております。
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「無塩せき」のパイオニアとして、美味しく、
安全・安心なハム・ソーセージづくりを極める。
Δ࡞঎඼Λ͍ྑʹ߁݈

　信州ハムは1941
年、上田で創業。
「安心・安全・美
味しさ、信州」を
キーワードに、ハ
ム・ソーセージを
中心とする「信州ハム」ブランド商品を製造・販
売しています。
　「健康に良い商品を作っているメーカーと自負
しています」と力を込めるのは、小口昇執行役員・
経営企画部長。その代表的な商品が発色剤、着色
料、保存料、リン酸塩などの化学合成添加物を使
用しない「グリーンマーク」商品です。75年に発
売以来、安全・安心なハム･ソーセージを求める
消費者ニーズに応え続けています。
　一方、81年に発売開始した「爽やか信州軽井沢」
はドイツ伝統の味を受け継いだ高級ブランド商品。
10日間熟成させるなど約２週間かけて製造し、本
物の味を求める消費者に人気です。
　同社ではさまざまな消費者ニーズに応え、製
造・販売する商品は約350アイテムと少量多品種。
その中で「グリーンマーク」「爽やか信州軽井沢」
のこだわりブランドを全体の50％以上にしよう
と生産部門と営業部門が連携して取り組んでいま
す。

ըظతͳੜ࢈ϥΠϯΛߏங

　現在、スーパー等に並ぶ添加物を入れていない
ハム・ソーセージではトップブランドを誇る「グ
リーンマーク」。発色剤を使わない「無塩せき」
というカテゴリーが業界内にできたのも、同ブラ
ンドが広く認知されたからといわれています。
　同社工場で
は微生物制御
を主体にした
バイオクリー
ンシステムを
採用。各エリ
アで空調、換
気、冷蔵庫の

温度・湿度管理
を行い、無菌状
態でパッキングするクリーンルームから他エリア
へ空気が流れるようにするなど徹底した衛生管理
を行っています。
　それでも、保存料と酸化防止剤を使用しないが
故に課題となっているのが、賞味期限が短いこと。
同社では平成26年度ものづくり補助金を活用し、
微生物増殖を防ぐ生産ラインと人の手を介さない
ベルトコンベアで包装機までつなぐ革新的なライ
ンを構築。他社が容易に参入できない「無塩せき
皮なしウインナー」の賞味期限を15日から20日
へと飛躍的に延ばすことに成功しました。
　また無添加のハムは合成結着剤を使わないため
カット工程で不良が生じやすいことも悩みでした。
同社では平成27年度ものづくり補助金で「無添加
ハム」専用のインジェクションマシンと自動洗浄
装置を導入。難しかった均一な味付けを可能にし、
有添加ハムと同レベルの歩留まり率90％を実現
しました。

　同社ではさらに、
若い技術者を中心に
子育て世代にアピー
ルする価格を抑えた
グリーンマーク商品
の開発にも取り組ん
でいます。

৴भϋϜࣜגձࣾʢ্ాࢢʣ

信州ハム株式会社
代　　ද　代ද取క໾社長　ࡔٶ正੖
૑　　業　1941（ত࿨1�）年3月
資 本 ۚ　1ԯ円
本　　社　上ా市下Ԙ৲950
　　　　　5&-�02���2������　'"9�02���2����11
事業内༰　‌ϋム・ιーηージの੡଄・ൢച、૜ࡊのൢ

ച

信州ハムのこだわり商品

「爽やか信州軽井沢」「グリーンマーク」など

無塩せき皮なしウインナーの革新的生産ライン

ウインナーの生産ライン
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͚ͯ޲ʹஙߏମ੍࢈෦඼ͷྔػۭߤ

　2006（平成18）年「飯田航
空宇宙プロジェクト」がス
タートし、航空宇宙産業の集
積が進みつつある飯田下伊那
地域。山京インテックはその
メンバーであり、共同受注の
ためのワーキンググループ
「エアロスペース飯田」に参加しています。
　「当社が航空宇宙産業に進出したのは2007年。
まだまだ社内比率は微々たるものですが、プロ
ジェクトの一員として航空機関連で成長していき
たいと考えています」と中村拓実社長。
　航空機では機体を軽量化するため、さまざまな
工夫が施されています。同社が手がけるアクチュ
エーターという車輪の出し入れなどの機構部に使
われているモーターユニットにも肉薄の部品加工
が求められています。
　同社では航空宇宙部品ライン拡張に向け、平成
26年度ものづくり補助金を活用。超薄肉形状の部
品を空気圧でやさしくくわえて部品に歪みを生じ
させないエアーマイクロチャック仕様の専用NC
加工機、画像検査装置などを導入しました。「航
空機部品の量産体制構築に向けた品質安定化のた
めの設備投資です」。

ϩϘοτͱ൒ಋମ෼໺ʹྗΛೖΕΔ

　同社は1972年創業後、16ミリ映写機の組立を
スタート。その後、機器・装置の移動方向や移動
量、角度などを検出するエンコーダの生産を開始
しました。
　エンコーダを構成する部品の内製化とともに、
多種多様な部品の機械加工に着手。さらにPOS
最大手企業と自社用生産管理システムを共同開発
したことをきっかけ
に、システム開発に
本格的に取り組むと
ともに、そのシステ
ムの外販も積極的に
行ってきました。
　こうして同社は開

発設計、機械加工、
システム開発、電
子機器の設計開発
の技術を確立。試作から量産まで一貫してサポー
トできる体制を整えています。
　機械加工部門では自動車部品塗装ロボット、半
導体搬送ラインの精密部品加工で培った技術を
ベースに、ロボット分野への拡大を目指していま
す。システム開発部門では生産管理システムのほ
か、物流や制御系のシステムも手がけ、ハンディー
ターミナル、ラベルプリンターなど周辺機器を含
んだ先進システムを構築し販売。新たに医薬品物
流のシステムも開発しています。
　中村社長が航空宇宙分野以上に成長を期待し、
力を入れているのがロボットと半導体分野。特に
ロボットは裾野がとても広い分野と考えていま
す。「ロボット制御技術を自社に取り込み、シス
テム開発でユーザーニーズに応えるとともに、社
内の生産現場にもロボットを積極的に展開してい
きたい。現在２交代で生産に携わる社員の負担を
なくし、さらに夜間でも土日でも動かせる仕組み

づくりを目指していま
す」。
　同社では航空宇宙分
野を見据えつつ、ロボッ
ト化の波を確実に事業
に結びつけることで成
長につなげていこうと
取り組んでいます。

ʣࢢձࣾʢ൧ాࣜגΠϯςοΫژࢁ

山京インテック株式会社
代　　ද　代ද取క໾　中ଜ୓実
૑　　業　19�2（ত࿨4�）年5月
資 本 ۚ　4,�40万円
本　　社　൧ా市時ຢ12�
　　　　　5&-�02�5�2��5000　'"9�02�5�2��5050
事業内༰　‌設計։発、自ಈ認ࣝシεテム、ਫ਼ີ機械加

工、ిࢠ機ث૊ཱ

開発設計、機械加工、システム開発、電子機器の
コア技術を活かし、ロボット、航空宇宙産業へ。

三次元精密機械加工技術を
駆使して製造した部品

エアーマイクロチャック仕様のNC加工機

空気圧でやさしくくわえ歪みなく加工

画像検査装置
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　交流の駅は、信州の各地域にある交流施設です。地域の暮ら
しの中に溶け込むことで、ありのままの暮らしを感じ、それぞれ
の施設で特色ある交流を提供しています。
　今月は平成29年９月号、10月号、11月号、12月号、平成
30年１月号に引き続き14拠点のうちの２拠点をご紹介します。
魅力あふれる信州で、素敵な交流を体験してみませんか。

北信  交流の駅 松代

˖͜Μͳަྲྀ͕Ͱ͖·͢

खߜΓ౬ವίʔε 「型おこし」という型に粘土をかぶせ成形していく方法で湯呑を作ります。
陶芸初体験の方でも簡単にできます。

खͻͶΓࣗ༝࡞ಃίʔε 「型おこし」に加え、「たたら作り」という技法が加わります。お皿や花瓶、
器など、自由に作陶できるコースです。

　信州松代は、江戸時代真田藩の城下町として栄えました。「松代焼」は、約200年前の江戸中期、第７代松代藩
主真田幸

ゆきたか
専の時代に生まれた陶器です。その特徴は、自然釉による独特な青緑の美しさと「青流し」です。長野県

の伝統的工芸品の指定も受けています。

��˖ӡӦओମ
দ୅ಃԓ
〒381-1233 長野県長野市松代町清野2120
TEL 026-278-7302　FAX 026-278-5143
URL http://matsushiro-touen.com

詳細は、「交流の駅」のホームページをご覧ください。

　木地師の里ヤマイチは山深い木曽の最南端、妻籠宿近くに位置しています。熟練の職人が、木の温もり、手触り
の優しさを活かしたモノづくりに邁進し、使っていただく皆様の手元に届くよう心がけています。作り手の温かさ
を感じることができます。

中信  交流の駅 南木曽

˖͜Μͳަྲྀ͕Ͱ͖·͢

Ζ͘Ζମݧͱֆ෇͚ମݧ
ίʔε

手引きろくろを使って、伝統技術のろくろ挽きでお皿の製作ができます。
手引きなので、気軽に体験できます。がんばって作った作品は、世界に一
枚しかないあなただけのオリジナル作品です。

ֆ෇͚ମݧίʔε 木製のコースター、ヒノキのまな板にオリジナルのイラストを描けます。
思い出の逸品にどうぞ。

��˖ӡӦओମ
༗ݶձࣾϠϚΠνখໆϩΫϩܳ޻ॴʢ໦஍ࢣͷཬʣ
〒399-5302 長野県木曽郡南木曽町吾妻4689-239
TEL 0264-58-2041　FAX 0264-58-2665
URL https://www.yamaichi-rokuro.com/
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　長野県弁護士会では、昨年度、中小企業の支援
を担当する委員会のメンバーのリレーで、「弁護
士の話」というコラムを１年間にわたり、掲載さ
せていただきました。会員の皆様にどの程度お役
に立てたか心もとないのですが、本年度も引き続
き、コラムを１年間にわたり掲載することになり
ました。コラムを担当する委員会の名称が本年度
から「長野県弁護士会中小企業法律支援センター」
に変更となりました。名実ともに皆様のお役に立
つような話を掲載できるように頑張りますので、
よろしくお願い致します。
　昨年度もコラムでは、１年間にわたって、中小
企業の発展に弁護士がどう関わり、支援できるの
かをいくつかのテーマに分けて、連載しました。
その中でも事業承継の問題は、喫緊の課題として、
新聞や雑誌等のマスコミでも報道される機会が多
くなりましたので、本年度は、事業承継を重要な
テーマとして連載を行うこととなりました。５月
号から長野県弁護士会中小企業法律支援センター
のメンバーのリレーで皆様にとって、有益な情報
を掲載していきたいと思います。
　本年度第１回目の本コラムでは、事業承継にも
関係する話として、平成29年度に実施された第２
回中小企業の弁護士ニーズ全国調査の概要につい
て、お話ししたいと思います。この調査は、約10
年前である平成19年度にも実施されていますが、
全国約１万5,000社の中小企業を対象に実施され
た全国的な調査です。平成29年度の調査では、
3,887社からの回答があり、回答率は25.9％でし
た。10年前の調査と比較して色々興味深い点がい
くつかありますが、特に中小企業の皆様が抱えて
いる困りごとの分野に関する調査結果を見ますと、
実は、10年前から事業承継問題が困りごとの上位
にあり、平成29年度の調査結果と比較してもそれ
ほど大きな相違がなかったということが驚きでし
た。言い換えますと、事業承継問題は古くて新し
い問題であるにもかかわらず、中小企業の経営者
だけでなく中小企業を支援する国や税理士、公認
会計士、弁護士等の支援機関の取組が遅れた結果、

10年前と状況が変わっていないということを意味
しているのではないかと考えています。経営者の
皆様方もご自分の会社をどうやって次の世代に引
き継ぐのかについては、以前から考えているので
すが、なかなか第一歩を踏み出せないという状況
がここ10年間続いてしまったということを意味す
るのではないかと思います。
　国もようやく事業承継問題に本腰を入れ始め、
平成28年12月５日、「事業承継ガイドライン」を
10年ぶりに改訂しました。平成29年７月７日に
は、今後５年程度を事業承継対策の集中実施期間
と位置づけ、「事業承継５ヶ年計画」を策定して、
平成29年度から30年度にかけて47都道府県に事
業承継ネットワークを展開していくことを計画し
ています。また、事業承継に関する大幅な税制改
正を平成29年度に実施し、更に平成30年度にも
実施予定です。
　また、事業承継問題以外にも、全国調査の結果、
次のような結果も浮き彫りにされました。10年前
と比較して雇用問題を困りごととして回答する企
業が増加し、困りごとのトップになっているとい
う事実です。このことは、皆様から相談を受ける
立場の我々弁護士の実感としても感じているとこ
ろです。労働者側の権利意識の高まりもあります
し、解雇に関する問題の解決の難しさ、時間外労
働に対する社会の厳しい目線といった事情もある
かと思いますが、労働基準法等の法律を知らない
ことには対処が難しく、自力での解決が難しいこ
とから企業の困りごとのトップにあがってきたの
ではないでしょうか。
　ちなみに平成29年度調査における困りごとのう
ち、10％以上の割合となった問題は、トップの雇
用問題の他、比率の多い順番に債権回収、契約内
容の相談・契約作成、各種社内規程策定・法令遵守、
経営改善・会社再建・資金繰り、事業承継、クレー
マー対策、債権管理保全、各種情報管理でした。
　事業承継や労働問題に限らず、上記困りごとの
各種法律問題について、どのようにして弁護士に
相談を持ちかければいいかわからないときには、
繰り返しになりますが、中小企業団体中央会と長
野県弁護士会との間では、法律相談事業に関する
業務委託契約を締結しており、短時間ではありま
すが無料で相談できる態勢が整っていますので、
是非ご利用ください。それ以外にも有料となりま
すが、弁護士会の法律相談センター、ひまわりほっ
とダイヤルの利用や顧問弁護士制度の活用といっ
た様々な方法がありますので、気軽に声をかけて
くださるようお願い致します。
　本年度も１年間にわたり、本コラムをご愛読し
てくださるようお願い申し上げます。

中小企業の困りごと

弁護士　林　一　樹（松本市）

ห࢜ޢの࿩ห࢜ޢの࿩ห࢜ޢの࿩ห࢜ޢの࿩ห࢜ޢの࿩ห࢜ޢの࿩ห࢜ޢの࿩ห࢜ޢの࿩ห࢜ޢの࿩
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ʮಇ͖ํվֵʯまずは職場意識や環境の改善から!!

　残業時間を減らしたり、年次有給休暇等の取得を進めるため、労働時間や休日の
制度、多様な働き方の導入など、働き方を見直すような取組を、広く「働き方改革」
といいます。
　「働き方改革」を進め、誰もが健康で安心して働くことができるようになれば、
働く方々の仕事に対する意識やモチベーション、生産性が向上し、仕事と生活の調
和（ワーク・ライフ・バランス）が実現することで、良い人材の確保・定着が期待
できるので、企業の成長、発展につなげることができます。

�͜Μͳͱ͖ɺਓࣄ࿑຿؅ཧ౳ʹ๛෋ͳݧܦ΍֨ࢿΛ有͢Δ

�๚໰ͳͲʹΑΓɺແྉͰɺಇ͖ํɾٳΈํΛΞυόΠε͠·͢ɻ
※ご相談の内容は固くお守りします。

ްੜ࿑ಇলɹ௕໺࿑ಇڥ؀༺ޏ�ہɾۉ౳ࣨ

ಇ͖ํŋٳΈํվળίϯαϧλϯτ　�͕

ಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτ�Λ׆༻ͯ͠

Λ࣮͠ݱ·せΜ͔ʂ

ಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτಇ͖ํɾٳΈํվળίϯαϧλϯτ

ϫʔΫŋϥΠϑŋόϥϯε

お申し込み、お問い合わせ先は

ὸ02�ʵ223ʵ0���
〒380-8572　長野市中御所1-22-1　長野労働総合庁舎

ˑࣄ࢓�ͷϜμΛͳ͘͠ɺ࿑ಇؒ࣌ɺٳ೔ɺ
௚͍ͨ͠ɻݟՋ੍౓Λٳ

ˑ�ϑϨοΫελΠϜ੍΍ேۈܕ຿౳ɺ
ॊೈͳ࿑ಇ੍ؒ࣌౓Λಋೖ͍ͨ͠ɻ

ˑ೥࣍༗ٳڅՋͷऔಘଅਐΛਐΊ͍ͨɻ
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◎理　事　会

◎通常総代会

※理事・総代の皆様には予め日程調整をお願いいたします。詳細につきましては、後日お送りいたします案内をご覧ください。

M O N T H L Y  R E P O R T

知恵と力を合わせて信州を元気に

ୈ���߸ɹฏ੒��೥݄̐��೔ൃߦ
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発行人　佐々木正孝

発行所　長野県中小企業団体中央会
ɹɹɹɹ長໺市தޚॴԬాொ ������
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印刷所　カシヨ株式会社
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☆働きやすい職場環境づくり
を果「ͷࣾձత੹೚（ＣＳＲ）ۀا」　
たすとともに「あらゆる差別の撤廃と
ਓڭݖҭͷਪਐ」に邁進しましょう。

地球に優しい企業人の皆様へ
ʠ�͋ ͳͨʹ΋Ͱ͖Δɻ
　��ϥΠϑελΠϧͷݟ௚͠Ͱɺ
　　　̍ਓ̍೔̍LHͷ$0� ʡݮ࡟

※以下のいずれかの場合には補助率２/３
　・‌‌平成30年通常国会提出予定の「生産性向上の実現のための臨時措置法（仮称）」に基づき、固定資産税ゼロの特例を
措置した地方自治体において補助事業を実施する事業者が、「先端設備等導入計画（仮称）」の認定を取得した場合

　・‌‌３～５年で、「付加価値額」年率３％及び「経常利益」年率１％に加え、「従業員一人当たり付加価値額」（＝「労働
生産性」）年率３％を向上する中小企業等経営強化法に基づく経営革新計画を、平成29年12月22日の閣議決定後に新
たに申請し承認を受けた場合

事業類型と対象経費の区分 補助上限額
（補助下限額） 補助率

１．企業間データ活用型
　　機械装置費、技術導入費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費

1,000 万円
（100 万円） ３分の２

２．一般型（※）

　　機械装置費、技術導入費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費
1,000 万円
（100 万円） ２分の１

３．小規模型
　　‌機械装置費、原材料費、技術導入費、外注加工費、委託費、知的

財産権等関連経費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費

500 万円
（100 万円）

小規模事業者
３分の２
その他
２分の１

問い合わせ先    長野県中小企業団体中央会　TEL 026-228-1206（直通） TEL 026-228-1171（代表）
　　　　　　　   URL http://www.alps.or.jp/29mononagano/

平成29年度補正
「ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金」

公募締切り迫る

平成30年度  長野県中小企業団体中央会
理事会・通常総代会開催のお知らせ

日時 ‌平成30年４月24日（火）12時30分　場所 ‌長野市「ホテル信濃路」

日時 ‌平成30年５月22日（火）14時00分　場所 ‌長野市「ホテルメトロポリタン長野」

公募要領等の詳細につきましては、本会ホームページにてご確認ください。

公募締切日　平成30年４月27日（金）〔当日消印有効〕
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